
 

 

 

 

 

平成３１年２月８日（金）、ビジョンセンター浜松町（東京）を会場に教育課程研究指定

校事業研究協議会が行われ、長万部高校と長万部中学校の校種間連携について実践発表をし

てきました。事例発表後、研究協議が行われ、質問や感想をたくさんいただきました。参加

者の方からは「応援したくなる取組だった」「情熱が伝わってきた」「ぜひ取組を見に行きた

い」等々、お褒めの言葉もありました。研究協議と担当調査官である長田徹様（文部科学省

初等中等教育局教育課程課教科調査官）からのご講評を通して、２年間の取組を振り返るこ

とができました。これからも成果と課題を見出し、継続できるようにしていきたいと思いま

すので、今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度国立教育政策研究所教育課程研究指定校

事業研究協議【中学校・高等学校 校種間連携】報告 

研究協議会の様子 

実践発表（２０分間） 
長万部中学校・高校の取組含め、２つの実践発表が行

われました。発表のスライドについては、長万部高高

校研究指定校のページにてご覧ください。各学校の取

組に対して質疑応答が行われ、「小中高合同の研修サー

クルでは具体的にどのようなものを行っているのか」

「その研修はどれくらいのスパンでやっているのか」

等を質問していただきました。 

研究協議（４０分間） 
参加者がグループになり、各校の取組につ

いて「良かった点・参考になった点」「課題

点」「提案」等をまとめました。その間、発

表者は各グループを回り、議論し、より考え

を深める時間となりました。全国の先生方、

教育委員会の方々と交流し、共通の課題等

を共有することができました。 

講評（３０分間） 

藤枝調査官、長田調査官よりそれぞれの

観点でご講評をいただきました。どれも

大変参考になるものでした。ありがとう

ございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議でのまとめ資料 
参加者の皆様からいただいたお言葉です。参考にさせていただきます。ありがとうござ

いました。 



 

 


